














In the era of North Song (北宋 ), Qian Yi (銭乙 ) started life as an orphan and then 
went on to become a doctor to children, establishing pediatrics. For him, being an orphan 
was the element of“care”and the establishment of  pediatrics was the element of “cure”. 






































































































































































































































































































































































　故衣 尚ほ架に懸かり 漲乳 已に床に流る　……
蘇軾は言う。日がたてば忘れられるから私の涙は拭えばよい。だがおまえと一緒に死にたいと
慟哭する妻の声は聞いて耐えようもない。生前の着物はまだ衣
い
桁
こう
にかかり、張った乳房からこぼ
れる乳は床
とこ
を濡らす。…… 子を亡くした親の悲しみは果てしなく深い。しかし、詩に思いを詠
むことも知らぬ庶民には己の子を失った悲しみを表すすべもなく、その嘆声は史書にも残りよう
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がない。
古来、幼い子供を病苦から救う手だては講じられてはきた。霊枢にある次の一節が象徴的であ
る。
○ 黃帝曰く、嬰兒を刺すは奈何と。岐伯曰く、嬰兒は其の肉脆
もろ
く、血少なく、氣弱し。此れを
刺すは豪鍼を以てし、淺く刺して疾く鍼を發す。（霊枢・逆順肥痩）
大人の患者よりも刺激の量を少なく、弱く調整する。子供は大人の縮小版であるから治療刺激
を軽減するという考え方である。確かに外見は小さい大人である。けれども銭乙はそのようには
看做さなかった。そこに彼の小児科学の特徴がある。銭乙は言う。（8）
○ 小兒は母腹の中に存り、乃ち骨氣五藏六府を生ずるも、成りて未だ具全ならず。生まるるの
後より卽ち骨脉五藏六府の神智を長ずるなり。變とは易なり。（『類證註釋錢氏小兒方訣』卷
1）
銭乙は小児は成人とは異なる身体をもった存在であると捉えた。そして不完全から完全に向け
て漸次変化してゆくものであるとした。
○ 蓋し兒は至りて小なれば、虛し易く、實し易し。多くは卽ち熱を生ず。（『類證註釋錢氏小兒
方訣』卷4） 
小児の特徴は虚しやすく、また実しやすい。そして変化の過程で発熱する。このような考えに
立脚し、変化を捉えるために五臓弁証を小児科学に援用したのである。彼の治療活動は徐々に世
間から認められるようになり、やがて都・開封に上る。そして王族の子女を治療して高い評価を
得る。彼が神宗の孫娘を診療した話は有名である。
○京師に至り、長公主の女
むすめ
の疾を視、翰林醫學を授けらる。（『宋史』列傳）
と、『宋史』は簡略的であるが、劉跂「錢乙傳」はやや詳しい。
○ 元豐中、長公主の女 疾有り。召して之を視しむるに功奏有り。翰林醫學を授けられ、緋を
賜る。（劉跂「錢乙傳」）
○ 初め長公主の女 泄痢を病み、方
まさ
に殆
あやふ
し。乙 方に醉ひて曰く、當に發疹して愈ゆべしと。駙
馬都尉以て然らずと爲し、怒りて之を責むるに、對へずして退く。明日 疹 果して出づ。都
尉喜び詩を以て之に謝す。（劉跂「錢乙傳」） 
二ヵ所に分けて書かれている。酒に酔って診察した銭乙に公主の夫である駙馬都尉は怒った
が、診断通りに発疹が出て快癒したので、翰林医学を授けられたとある。
銭乙は方剤にも工夫を加えた。なかでも八味丸から六味丸を創製したことは名高い。本来、八
味丸はその名の通り八種の素材を用いる。『金匱要略』には、
○ 乾地黃、山茱
しゅ
萸
ゆ
、薯
じょ
蕷
よ
、澤
たく
瀉
しゃ
、茯苓、牡丹皮、桂枝、附子。右八味 之を末
こな
とし、煉蜜にて
和し、桐子大に丸じ、酒もて十五丸を下す。日に再服す。（中風歷節）
とあるが、小児は腎陰が充実しておらず、火を補する必要がないとの考えにより、
○ 熟乾地黃、山茱萸、乾山藥、白茯苓、澤瀉、牡丹皮。右 末と爲し、煉蜜にて和し、丸ずる
こと梧桐子の大きさのごとくす。三歲已下は二丸より三丸に至り、溫水もて空心にて化下
す。（『類證註釋錢氏小兒方訣』卷5）
とし、桂枝と附子を除き、また服用法にも考慮を加えた。この他にも従来の六君子湯から半夏を
除いた異功散、そして導赤散、瀉黄散、益黄散、瀉青丸、瀉白散など多くの方剤を創製した。彼
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銭乙の〈治療世界〉：ケア･キュア･コア［角屋明彦］
は小児には小児の医学があるべきことを主張し、個別科学としての質的自立をめざした。銭乙の
〈治療世界〉は小児の治療を主軸として構築されていったのである。
おわりに　〈己〉
北宋の世に生きた銭乙の事績を史料のなかに読み取ろうとした。彼を包んでいた北宋の時代は
さまざまな面で〈個〉の増大する時代であった。政府機構は科挙が整備されるに従って人員が増
し、部局は細分化され、やがてそれは改革派と保守派の党派争いになっていった。一方、飢饉や
疫病によって医療の対象人口数が膨大なものになっていった。こうした時代環境に孤児として人
生のスタートを切った銭乙にとって〈孤〉の慰藉が潜在的にも顕在的にも人生のテーマであった
であろう。青年・銭乙の父親探しが果を結んでこの課題は解決を見た。そして気がついてみれば
自分は小児科学、即ち〈児〉の治療を軸とする医師になって王室からも認められるまでになって
いた。〈個〉の増大する時代に〈孤〉を慰藉（ケア：care）し、〈児〉の治療 （キュア：cure）に
身を挺した。彼の〈治癒世界〉の極めて深いところに〈己〉の治癒という核心（コア：core） が
存在していたと言えるのではないだろうか。
注
（1） 銭乙の生卒年には諸説ある。陈梦赉、《中国历代名医传》、科学普及出版社、1987年1月には「约
1020～1101」、《中医大辞典》、人民卫生出版社、2004年4月には「约1032～1113」、陈存仁、《中国
医学史图鉴》、香港上海印书馆、1968年5月には「1035～1117」、《简明中医辞典》（修订本）、人民
卫生出版社、1986年6月には「约1032～1113」とある。
（2） 『續資治通鑑長編』では、太祖（171名）、太宗（1172名）、真宗（1347名）、仁宗（4010名）、……
である。数字は、荒木敏一、「宋代科挙登第者数及び状元名表」（同、『宋代科挙制度研究』、東洋
史研究会、1969年3月、付篇） にもとづいて計算した。相違があるが、急激な増加の様子はつかめる。
（3） 王安石の歴史的評価については、小林義廣、『王安石：北宋の孤高の改革者』、山川出版社、2013
年8月などが詳しい。実は彼が新法の改革を推進する宮中に銭乙もいたのである。
（4） 小高修司、「蘇軾（東坡居士）を通して宋代の医学・養生を考える：古代の気候・疫病史を踏まえ
て『傷寒論』の校訂を考える」、『日本医史学雑誌』、50－3、2004年9月は、原『傷寒論』の時代、
つまり漢代から五胡十六国時代は寒冷気候が多く、狭義の〈傷寒〉の対策であったが、隋唐宋時
代は温暖多雨であって温熱病、広義の〈傷寒〉の対策が必要であり、その背景のなかに宋代の
『傷寒論』を捉える必要があると指摘する。
（5） 石田秀実、「新理論としての運気論」（同、『中国医学思想史：もう一つの医学』、東京大学出版会、
1992年7月、第5章の1） がこの事情に詳しい。
（6） 宋朝の疫病などに関しては、 宮下三郎、「宋元の医療」（藪内清編、『宋元時代の科学技術史』、朋
友書店、1997年12月所収） を参照されたい。
（7） 劉跂、字は斯立、号は学易老人。元豊年間（1078～1085）の進士で朝奉郎に進んだ。彼の手にな
る銭乙の伝記は著作集『学易集』巻7にある。本稿への引用は、台湾商務印書館の四庫全書珍本
別輯による。
（8） 銭乙の著作は、注（7）の劉跂の伝記によれば、『傷寒指微論』五巻、『嬰孺論』百篇があったと
されるが現存しない。しかし、銭乙の論述と方剤を弟子の閻
えん
孝
こう
忠
ちゅう
が編校した『小児薬証直訣』が
ある。上は脈証と治療法、中は医案、下は処方の三部構成である。これを1763年に『類證註釋錢
氏小兒方訣』として刊行したものを収録した『小児薬証直訣』、和刻漢籍医書集成、エンタプライ
ズ、1988年12月 から引用する。

